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散
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来

國

版

響
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所
 

■
，
'
第

九

诚

む

ニ

接
續
機
關
等
の
調
资
.

.

一
切

を
擧
げ
て
、
ァJ

れ
R ;
附
記
す 

る
ま
で
，に
進
む
だ
、
- ^

の
成
案
を
見
る
に
、
原
案
ょ
り 

、
は
却
て
親
模
を
鑛
大
し
、
從
て
豫
算
も
¥

く
瞥
额
し 

て
ゐ
る
、

「
方
、
龠
_

所
內
ょ
6

四
名
の
委
員
を
擧
げ 

.

築
氣
は
九
^
,
.

弗
の
範
圔
.に
.於
て
は
、
何
物
の
刺
財
を」 

も
受
ぐ
る
こ
と
な
く
/;
自
曲
に
活
動
し
得
る
の
權
能
を\ 

も̂

て
、
そ
の
第
一
着
手
^

し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
ハ
ン
一
 

ブ
ル
ヒ
汽
船
會
社
^

交
渉
し
て
、
を
の
寄
潘
地
の
中
に
一 

加
へ
し
め
、
次
で
、
細
育
、
二
ゥ
へ
ブ
ン
、

ハ
I

ト
フ
一 

ォ
ー
ド
鐵
遨
等
に
、
こ
れ
■ま
で
手
數
料
を
微
し
て
使
用j 

せ
し
め
■ゐ
た
る
、
校
: ©

を
改
#

し
.

t

fF
O

汽
船
會
社
の
導「

I 

用
允
移
じ
た
ヽ
因
に
；同
棧
橋
の
エ
事
は

.千

九

西

十

三

年：

「\ 

に
及
び
て
、
仑
の
過
半
駿
成
し
た
>

赛
貴
は
' 3
1
に
、
市
一 

外
西
ボ
ス
ト
ン
に
乾
船
渠
を
建
設
^

、
又

"
東
ボ
ス
ト
ン 

に
も
大
棧
橋
を
設
け
、
兹
に
於
て
、
ボ
ス
ト
ン
'*
«

問
®

の
解
決
も
殆
む
と
剩
す
所
な
き
に
至
つ
た
の
■

で
あ
る
、

乍
併
、
こ
の
無
比
の
良
港
を
如
何
し
し
て
活
用
す
可
き

/
 
i
 

-

; 

-

 

-■ 

/

、

:

 

V

か
の
大
、問
題
は
>
相
次
で
商
業
會
議
所
內
に：

起
ぅ
、
會 

議
所
の
意
見
?̂
し
て
は
、
先
づ
廣
ぐ
こ
れ
を
內
外
に
周 

知
せ
し
む
る
に
在
ぅ
ビ
な
し
、
恰
も
、
當
時
開
催
せ
ら 

，
-
れ

た

る

國

際

的

商

業
會
議
所
舍
議
を
利
用
し
て
こ
れ
に 

列
席
し
世
問
の
視
聽
を
惹7n-

た
る
の
み
な
ら
ず
、
西
方 

運
動
の
結
果
は
次
囘
の
會
議
場
を
ボ
.ス
ト
ン
に
诣
无
せ 

し
め
た
、
こ
れ
實
G
阈
際
的
商
業
會
議
所
會
■
の
、
米 

B1
に
於
て
！！
か
れ
た
る
#
矢
で
あ
る
、而
も
、市
勢
の
伸 

張
に
熱
心
な
る
.j

と
火
の
如
き
ポ
ス
ト
ン
會
議
所
は
、
 

猶
、
こ
れ
に
，飽
き
足
ら
ず
し
て
、
廣
吿
的
歐
米
旅
行
随 

を
編
成
し
て
、
歐
山
米
水
の
至
る
處
に
廣
吿
を
試
み
、
 

を
の
成
績
は
，頗.る
佳
&
^

し
て
、
同
地
に
關
か
れ
た
る 

11
際
的
商
業
會
議
所
會
議
の
際
に
は
、
能
く
四
十
四
附 

H
家
、
五
西
五
十
都
市
ょ
り
八
评
五
十
名
の
代
表
出
席 

者
を
誘
致
す
る
こ
ビ
が
出
來
た
の
で
あ
る
、
又
、
特
に 

南
米
に
»
し
て
《
、
南
米
訪
問
隊
を
派
遺
し
て
、
三
個 

月
に
彌
6

て
、1.
萬
六
千
B
を
.遍
歷
し

、
.南
米
の
天
涯

.

.

.

V

-

.

.
 

:
■ 

:

、

V
.

;

池
^!
に
向
で
、
ボ
ス
ト
シ
の
：印
象
を
牢
記
せ
し
め
た
の 

で
あ
.る
。:

;

,_

ボ
ス
..ト
シ
の
か
.く
..の
勿
き
白
17
ハ
戰
に
彩
^

れ
ナ
る 

II
I
:育
が
又
舊
M
を
墨
郑
し
て
、
こ
れ
に
安
む
^
る
こ
と 

な
き
は
當
然
で
あ
る
、：I當

面

.の
開
題
た
る
港
»

改
13
1
の

\ 

i
ば
期
せ
中
し
て
起
つ 

'お
、今
、千
九
百
十
コ
一
年
會
»
年

| 

.度
の
：統
計
に
依
れ
ば
、
»
宵

の

輸

入

率

は

全

，國

の

五

割

j 

A
分
を
占
め
、
を
の
轍
相
率
の
如
き
も
、
ボ
ス
ト
ン
ヒ
一 

比
せ
^
正
に
十
三
倍
の
額
を
示
し
て
ゐ
る
、
實
に
W

0

 

If
々
た
る
a
育

が

、
：
列

環

都

市

の

間

に

君

臨

す

^:
の

狀
Z
 

は
目
權
し
き
も
の
で
あ
る
が
、
事
の
«

る
大
な
る
だ
けI

 

,ぞ
れ
ゼ
け
-目
づ
ミ
惰
氣
を
生
み
爲
き
ご
€
も
事
實
で
あ
ニ 

る
、
而
も
、.
爛
熟
し
^
る
が
如
き
大
細
育
市
の
识
界
が
一

な
き
こ
ぐ
し
に
馬
し

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

(

附
記)

•

都
市
計
籠膜

！！

關
し
て
、
米
隞
翁
業
甚
所
が
、
い
か

LC
活
勒
■(
£
る
か
の
嬰
領
は
、
こ
の
抄
錄
'U
ょ
り
て
、
こ
れ
を
略
如 

」

す
る
、
、€

か
得
:̂

り
ミ
倍
^
、
敗
1̂
、評
細
1̂
本
問
賊
^
研
究
せ
む 

ミ
す
る
人
々
の
炤
め
に
、
腺
藉
如
記
述
し
ズ
、
以
て
こ
の
.小
篇
を 

/
 
る
可
し
、
览
器
は 

\
V
S
-̂
3
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d
e
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a
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m
e
n
t

 

of. political 

S
c
i
e
n
c
e

の
爲
め
，u
、
印

行

せ

ら

れ|:
る

も

の

に

し 

て
、
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九

西

十3 1
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の
|1
1

版
'レ
偁
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m
e
r
i
c
a
n

 

C
h
a
m
b
e
r
s

 

o£ 

d
o
m
m
e
l
.
c
e

 

v

M'tK
e
n
n
e
t
h

 

Sturges 

の
著
作
な
り
、
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邦

"

0-
密
林
に
.て
も
持
合
わ
る
篑
尨
リ
°

(
«
/ 
-

-

-

-

-
-

-
----

-

-

經

濟

的

史

觀

論

.の

價

値S

 

野
村
兼
太
鄙

-五

一
條
二
%
會
主
義
と
精
す
る
^

a
も
、
興
の
1
論
の

而
の
ぁ
た
6
ボ
ス
ト
ン
商
業
會
議
所
等
の
、
挑
戰
に
會 

し
て
活
蹤
す.
る
の
秋
が
正
に
來
龙
の
で
ぁ
る
、
を
の
商

業
會
議
所
が
、
こ
れ
と
對
立
し
セ
雜
海
問
題
の
陣
容
を
據
る
所
に
依
つ
て
、
互
に
其
の
說
を
S
て
，す
マ
ノ
ク 

整
へ
、
不
屈
の
裏
を
•示
し
た
の
は
、
そ
れ
i

.
間
も
ス
以
前
に
於
け
る
空
想
的(

U
t
o
p
i
a
)

黎

主

義
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1

斯

ず
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ノ

i
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^

 

|

I f

g

r
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 I

經
濟
I

I

は
I

主
義
の
臭
f

l

u

r

i

に

し

て

、
妨! :

! !
^

を

學

に
约
な
り
ど
す
る
も
の
^

對
し
.て
論
辯
し
、
觅

こ

セ

ジ

レ

ナ

f

ぶ
#

言
t

々
和
に
あ
り
た
り

ダ
マ
ン
と
は
？

た

る

見

地

ょ

と

ミ

i

f

f

 

|こ

- ^
|,
沒

f

を
主
題
と
す
る
も
の
？

。⑵
故

?

社
會
表

こ

げ

\

 f

f

後
f

は
絕
對
I

同
す
べ

き

も

の

に

あ

ら 

•

主
i

f

 

I

I

に

せ

ん

と

欲

す

る

の

一

ざ

れ

f

ヽ

I

義

の

「

如

何

に

あ

る

べ

き

や

」

は

、

P

マ
ン
は
此
の
反
雲
こ
對
し
て
、
H

政
の
云
ふ
が
如
ぐ
ヽ
單
な
る
思
辯
的
理
想a  s

p
e

c
ie

 

I

I

す

“ 

S
I

 

I

に
は
あ
ら
す
し
て
、「

如
何
に
あ
り
た
と
や」

ょ

於
f 
I

I

I

I

I

篇

f

き

も

の
な

.

I

l

s

l

f

る

べ

き

f

ぁ

る

べ

ぎ

り
と
な
し
、：.
唯
會
々
偶
然
に
も
ニ
説
の
創
設
者
が
其
の
や」

に
外
I

ず
。
s

f
 
i

如
く
®

t

^
富

f

經
濟
的
史
觀
論
ミ
は
偶
然v

iy

ク
ス
の
心
中
に
、
別 

々
に
生
じ
た
る
學
說
に
あ
ら
ず
。!
沙
く
艺
％
經
濟
的
史 

舰
論
^
科
，學
的
社
會
主
義
の
理
'論
的
根
據
ミ
し
て
の
餘 

剩
價
値
說
と
は
恐
ら
ぐ
相
離
れ
て
思
考
^
れ
'/
?,
る

も

の
' 

に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
®
.
に
す
で
に
^ '

へ
た
る
が
如
く
一 

經
濟
的
&
«

論
の」

ー
耍
素
1

人
類
文
化
の
經
濟
的
說
Z
 

明

;̂社
會
組
織
進
化
論
マ
し
'0.
1
一
 
つ
も
亦
机
竣
つ
て
麥
學\ 

的
社
會
主
義
を
構
成
す
る
に
篼
^
^
^
の
な
り
:0

*|
ふ

一
 

る
に
费
し
經
濟
的
史
觀
9&
に
し
て
價
値
あ
る
も
の
f
 

，t
せ
ば
、
m

に
か
く
あ
り
れ-
^
(£
云
ふ
刿
斷
に
の
；み
有
一 

力
れ
る
の
み
な
ら
す
。
將
來
炉
く
あ
る
べ
し
と
の
推
沏
Z
 

R
も

有
力
^
ら
ざ
る
べ
：か
ら
す
。(

勿
輸
か
く

あ
る
べ
し
一 

^
檢
则
す
る
こ
^
は.
、
か
く
あ
ら
^
る
べ
か
ら
す
S
豫

、
 

:

言
す
る
ミ
同
じ
か
ら
す
。へ
菩
人
が
吾
人
0

但
to
意
思
を
じ 

許
容
す
る
限
ぅ
豫
言
的
if
定
を
下
す
Y ̂
と
を
^
す
。
豫 

言
ビ
&
®
意
思
S
は
相
容
れ
ざ.
る
も
の
な
れ
ば
^
り
。
 

然
れ
ど
：も
將
來
か
く
あ
る
べ
し
ミ
^
»

す
る
.ば
可
能
な 

へ

第

十

三

盤
’(

ニ
九
七)  

'
雜

錄.

經
濟
的
史
' i
IA

>
。豫
测
は
絕
對
的
必
然
性
を
有
甘
す
し
て"

唯
相
對
的 

必
然
性
を
有
す
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
な
^
'
。
素
よ
り
斯
如 

き
は
敢
て
多
言
を
費
す
必
ff
i
な
け
れ
ど
も
、
唯
誤
解
を 

恐
れ
て
一
言
附
加
す
る
も
の
な
6
。)

之
を
要
す
る
に
經 

濟
的
史
觀
論
は
經
濟
的
見
地
よ
.り
せ
る
人
類
の
.糜
史
の 

解
释
に
し
て
"
社
會
主
義
少
く
^
も
所
謂
？！
學
的
社
食 

主
義
と
»

せ
ら
る
、
も
の
は
、
同
一
の
見
地
よ
6

せ
る 

未
來
の
歷
史
の
豫
测
な
り
。
例
へ
ば
社
#
主
義
が
生
產 

要
具
の
私
^
を
禁
止
せ
ん
ビ
欲
す
る
の
は
、
現
在
の
資 

本
主
義
的
社
會
組
織
に
ぁ
つ
て
は
、
經
濟
上
よ
b
見
て 

，到
底
將
來
迄
社
會
組
織
の
安
全
を
持
續
し
得
す
ビ
考
ふ 

る
が
故
な
b
。
果
しy

其
の
豫
測
.0
如
く
に
な
る
や
否 

や
は
、吾
人
々
類
の
判
斷
以
上
に
出
づ
る
ど
雖
も
、斯
く 

社
會
を
改
造
.せ
ん
と
な
す
方
が
入
®
文
化
の
.發
.展
に
.
J
 

«
す
る
こ
と
よ
^
多̂
し
と
信
す
る
が
故
に
、
し
力
せ
ん 

S
努
力
す
る
な
る
.ベ
，し
。
人

生

は

怠

惰

遊

逸

の

成

*
.
に 

あ
ら
ず
。
文
化
は
人
類
努
カ
0
霧

な

り

。
す
べv

の

S

値

.
.
.

, 
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雜
し
錄■

經
濟
的
史
觀
軟 

も
の
ば
單
に
な
.

る
ベ
P
ま

、
に
な
る
に
あ
，.ら
沪
。
勿
論
' 

運
命
の
力
は
®

め
て
^
大
な
り
ヽ
偶
然
は
す
ベ
て
の
事 

，實
に
重
大
な
る
役
目
を
演
ず
。
然
乍
ら
そ
はJ

の
力
の 

‘

み
、作
用
の
み
。：

菩
人
：の
意
思
は
是
を
支
配
し
指
導
し
.
、

.

1

itj

步
文
化
を
し
て
完
璧
の
域
に
達
せ
し
め
ざ
る
ベ 

か
ら
す
。
斯
如
き
文
化
目
的
圮
對
し
て
、
近
&

降
來
，： 

於
て
、
最
も
適
應
せ
.；る
：社

會

狀

態
S

し
て
社
會
主
義
の
： 

理
想
を
許
容
す
る
€

せ
诚
、
斯
如
き
文
化
完
成
の
1

程 

.;

に
於
て
根
本
的
要
素
た
る
經
濟
的
解
釋
が
：祉
#:

主
義
を
''
'
 

構
成
す
る
に
、
极
本
に
於
て
全
然
相
容
れ
ざ
る
觀
念
な 

b

艺
な
す
は
當
を
得
ず
。故
に
例
へ
ば
べ
ル
ン
.シ
ユ
タ
ィ 

ン
の
如
ぐ
、
經
濟
上
の
原
動
力
以
外
に
宗
敎
政
治
偷
理
ヾ
；
 

等
の
非
經
濟
的
原
動
力
，の
力
を
認
：_め
：⑶
經
濟
的
逬
觀
論 

の
限
界
を
縮
少
し
た
る
學
者
の
社
會
主
義
は
、
唯
物
史 

«

商
能
を
!(f
t

へ
た
る
者
の
そ
れ
に
比
じ
て
、
甚
し
く
異 

な
れ
り
o
こ
れ
南
者
の
關
係
を
語
る
も
の
に
あ
ら
ず

や

。 

以
上
述
べ
た
る
如
ぐ
、
祉
會
主
義
創
設
者
た
る
.マ
ル

e3
_
値 

：
第
九
锶
九
六 

ク
V
ス
の
見
地
よ
5

見
る
：.も
、
果
た
又
社
食
虫
義
仑
の
も 

の
よ
ぅ
見
'る
も
'、.
經
濟
的
史
觀
論
e
社
#-
主
義
と
は
时 

離
れ
て
考
ふ
ベ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
と
せ
ば
、
經
濟
的 

へ.
史
»
論
が
社
會
主
義
的
臭
味
を
帶
ぶ
て
ふ
攻
擊
に
對
し 

一

I

て
如
何
に
是
を
辯
謎
す
べ
き
や
。
佘
は
斯
如
き
攻
擊
は 

.
1

か
等
の
蒙
義
を
有
せ
ざ
る
.も
の
な
-

C\

^
.思
權
せ
ざ
る
？:
. 

|

#
す
素
よ
り
經
濟
的
史
觀
論
^
>
.
社
會
主
義
ビ
嚴
然
M
 

|

l
す
ベ
き
こ
と
、
恰
も
經
濟
原
論
ど
經
濟
政
策
と
を
混 

同
す
ベ
か
ら
ざ
る
が
.如
し
.。
然
乍
ら
經
濟
的
史
觀
論
が 

\

史
8
論
中
に
於
て
有
力
な
る
以
上
、
そ
れ
に
基
ぐ
社
會 

|

生
義
は
一
剖
の
眞
观
を
有
す
。
故
に
經
濟
的
史
觀
論
が 

\: 
S

內
容
を
變
51
し
て
嘴
物
萬
能
を
排
斥
す
る
や
、

一
 

「

方
社
會
主
義
が
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
ィ
ン
、
グ
ォ
ル
ト
マ
ン
、

一
N

ュ
ー
ガ
ンc  \

ラ
ノ
グ
ス
キ
ー
等
の
修
疋
を
必
要
^
し 

た
る
な
り
O
Sそ
れ
セ
タ
グ
マ
ン
の
如
ぐ
、
ク
f

ガ
ン
•

パ
ラ
ノ
グ
，，ス
キ
ー
の
修
正
を
目
し
て
直
ち
に
»[
:

會
主
1| 

を
否
定
し
去
ら
ん
^

す
る
は
、
S

炉
早
計
.
に
失
せ
；る
の

謗
を
免
れ
ざ
る
べ
し
。
經
濟
的
史
舰
は
是
を
適
用
す
る 

多
少
の
程
度
に
於
で
こ
そ
修
IE
さ
る
、
S
離
も
、
經
濟 

的
史
觀
を
の
も
の
に
關
し
て
は
何
等
の
變
：史
を
も
な
す
.

こ
ビ
を
得
ず
。
之H

反
し
て
社
會
主
義
ば
各
人
：の
推
測 

す
る
處
に
侬
つ
て
、
成
は
又
其
.の
理
論
的
极
據
の
異
な

\

る
に
從
.つ
て
、
.其
の
主
張
す
る
處
を
異
K
す
。
こ
れ
前
.\

者
が
原
論
的
の
も
の
に
しV

後
者
が
政
策
的
の
も
の
な 

る
が
故
に
し
て
、
襄
も
興
ビ
す
る
に
见
ら
ざ
る
な
b

o
»
Z 

.

耍
す
る
に
罟
<
が
'未
來
を
推
測
す
を
叱
當
つ
て
、

JE
j 

當
な
る
論
理
的
歸
結
ゼ
し
て
社
會
主
義
|:
提
唱
す
る
ビ
一 

.せ
ば
、
典
の
剑
斷
の
過
猫
に
於
て
、
經
濟
的
史
觀
論
は|

必
然
參
加
す
べ
き
も
の
な
り
。
勿
論
唯
物
的
社
畲
主
義 

が

.|
1
*し
か
ら
ざ
る
こ
(̂
、
恰
も
喷
物
史
觀
の
み
を
以
つ\

て
社
^

を
觀
察
す
る
こ
ヾ
し
の
i£
し
か
ら
ざ
る
が
免
し
。

故
に
經
濟
的
史
觀
論
を
な
す

も

の
必
喲
し
も
所
謂
社
會 

主
義
者
に
ぁ
ら
ず
。
然
れ
^
も
之
に
反
し
て
JE
@
な
る 

社
#
主
義
は
經
濟
的
史
覜
論
ビ
密
接
な
る
關
係
を
冇
す

笫
十
‘

i 

(
1
J

九
九)

雜錄經樹
的史觀

I

の
愤
値

る
こ
S
論
な
し
。
經
濟
的
史
觀
論
は
疋
し
き
社
會
注
義 

に
取
b
入
れ
ら
，る
べ
く
、
從
つ
て
そ
れ
が
社
會
主
義
的 

臭
味
を
帶
ぶ
る
こ
ビ

避
く
ベ
か

ら

す

。

殊
に
近
世
經
濟 

紐
織
の
發
達
せ
る
時
に
於
て
特
に
然
り
S
す
。
敢
て
斯 

如
ち」

反
對
論
は
意
^
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

(

誅
1) 

s
e
l
i
g
m
v
l

 op. cit P，
105.

ハ！

一
 
o
ai
-
六
萸)

(

註 
5
 
1

0, 

P
.

 108,(

譯
(1
|

一
 

〇
七 
S
 

广
甜
三 

0 wernstein: 

I ov, 

cit. 

p
d
.
. 

. 1
2.

.'

〈

•i
t
四
.

)
wernstein:l op. citv

"vvoumann:l Diê
JAOrioclle Mpterialismus, Dars. 

tellun

WQ
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Hitik der 

Marxistisch

n>n Weltansdiaun- 

.

.

ung：. T
U

trQan-waraaowskv :lTheoretisch.e Grundlage

dn>
s ;yfpdbsmus.

(

註
四)

セ
V
ダ
マ
v

a
其
の
著「

經
濟
的
史
觀
論」

の
第
ニ
版
に
於
て 

在
の
如
さ
^
a

?4*
附
t£
リ
。
即
ち
デ
ル
ー
が
ゾ
、
バ
ラ
ノ *

ゥ 

ス
キ
|
の
前
揭
帯
を
01
用
し
て

へへ
 K

n>「 T
U

ffQa?Baranowsky) 

recognized 

wtr
Q

.fr
o
t
, 

however, that thiw
second' .doctrine 

(that 

o
' 

Cass.* 

- 

struggle) 

is..no

c+-

S-
w
p
y
 a 

10
 
卯 ical. conclusion

第
九
'敬
，

九
七
へ
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龄
十
三
怨
5

5

0

)

雜

‘錄
經
濟
的
史
觀
論
の
傾
値 

f
r
o
m

 the 

first -doctrine, (that the 

material 

2
W0»
0. 

m
i
c

 

factors 

are 

the 

determining 

f
o
m
e
n
t
s

 

in 

history.). 

•
•
•
•
•
. 

.Tugan-Baranowsky 

t
h
s
,

 lakes 

inturn 

the labor 

theory 

(>r value, the doctrlneof 

surpms value, the ._impoverls :lsept--theorv, a
n
d the..

.

doaorine 
o
f
-
t
h
e

'oataclysm 

'of" .society, 

showinf 、 

that e
a
c
h
o
n
e

 o
f

e+hese is n
o

 longer tenable in the 

lace of the 

criticisms 
urgej 

b
v

 

the 

econo 
日
！

Sts.

W
h
a
t

 

then, 

w
e

 

m
a
y

 
ask, 

is : left 

of 

scientific 

s
o
c
i
alism?

:-(P.IIJ 

潭

进

ご̂:
し 
o v 

テ
3.—

がX
、

X

ヲ

ノ

ヴ

.
ス

キ

ー

は

セ

沒

グ

マ

ン

の

沄

ふ 

が

如

く.
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
的
客
觀
主
栽
t
t
し
て
、
规
多 

S

正

客

し

れ

1

雑
も
、
彼
の
科
掛
的
社
會
囊
の
极 

木

^
?
^:
す
る
も
の
.に
ぁ
ら
す
0
例
へ
ぱ
彼
は
マ
ル
ク
ス
主 

義
潘
の
如
く
、
社
會g

梁
则
U
經
濟
的
利
益
ム
リ
の
み
生
起
：

す
る
と
せ
る
を
西
淀
し
、
或
ひ
は
亦
關
爭
-4
>
國
家
内
の
階
級 

問
の
み
|:
止
ら
す
、-
:
,
各
階
級
^
包
含
せ
る
國
家
間
相
互
U
も

：

:存

マ

、/と
^
生

猥

マ

ゐ

等

、
：
マ
^
々
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
認 

見
を
指
適
し
れ
リ
ミ
雖
も
、
前
述
.せ

.*
社
會
主
敎
の
根
木
忠 

想
か
赍
诧
せ
る
に
非
す
。(

前
捣
饵
參
服)

尙
ほ
彼
の
主
張
，I

' 

第

九

铖

九
A
: 

關
し
て
IX
吹
め
て
他
：

a

論
述
せ
ん
と
欲
す
。
今
其
の
廣
文
の 

!

部
^
ー/|
>
し
て
彼
の
主
張
せ
ん
i
欲
す
る
處
の
一
般
か
献
す 

に
止
め
ん
。
日
く
"

, 

p
w
e
n 

verforgt 

d.;e 

vorliegende 

Schrift nicht bloss 

pole 
日
：

sche .ziele ; 

z
w
a
r
.
w
e
r
d
e
n

 

M
a
r
x
s
c
h
e
a

 

L
e
h
r
e
a

 

w
n
t
l
s
l
e
a ,  

aber 

es. w.lrd Ve31cht, 

n
e
b
e
n

 

der 

ne<Tat* 

ivexx 

auch 

positive 

writik 

s 

treiben. 

E
s

 

w
i
r
d

 

gcstrebt, 

das 

gesunde 

目 d
r
i
cMige 

i
m

 

.
 :vfapis

B-us 

zu 

verwerten 

u
n
d

 

welter 

zu 

s
t
w
i
c
k
e
l
n
、
》

六

:

次
に
第
四
の
§
:

題

た

る

歷

史

.的

法

則

ビ

經

濟

的

史

觀 

論

V
J

の
關
係
に
就
て
論
せ
ん
と
欲
す
。
•然
乍
ら
先
づ
元 

,

來
歷
史
的
法
則
な
る
も
の
は
存
在
す
る
や
否
や
。
若
し 

存
在
す
るv

j

せ
ば
如5

な
る
も
の
な
り
や
。
以
下
余
の 

信
ず
る
所
を
述
べ
ん
X

欲
す
。

通
常
吾
人
が
法
則
と
稱
す
る
も
の
に
は
、
其
の
剑
斷 

0.
形
式
ょ
&
し
て
、
尺
體
ニ
秫
類
に
大
別
す
る
.こ
ど
を 

得
べ
し
。
卯
ち
.一

は
f

p

の
法
則
規
範
的
法
則
苦

し
く
は
當
爲
の
法
■)

に
し
て
V
他
はS

d
n

の
.法
則(

存 

在
の
法
則)

な
り
。常
爲
の
法
則
ビ
は
奔
人
の
S
思
R .
對 

し
て
命
令
的
性
質
を
帶
び
た
る
も
の
に
し
て
、法
律
、道 

徳
律
等
是
.に
適
應
す
°
.
存
在
の
法
則
と
云
ふ
は
す
ベ

て 

0
も

，
の

を

、
，.
.
そ

か

あ

る

か

ま

w

に
.栽

定

す

る

？
P
0
に
し 

て
、

こ
れ
を
觅
に
ー
ー
個
に

^

つ
て
、
純
然
た
る
經
驗
的 

事
實
ょ
办
成
立
す
る
.經
驗
的
法
則
ど
、：：存
在
の
：必
然
的
：
 

約
束
ビ
し
で
先
天
的
根
撒
を
和
す
る
數
學
の
法
則
の
如 

き
公
理
的
法
.則
ど
に
な
す
こ
と
を
得
べ
し
"

3
れV」

公 

理
的
法
則
に
關
し
て
は
、：す
で
に
力
ン
ト
の
云
へ
る
が
’ 

如
く
一 

般
(7
>
科
學
的
法
則
と
稍
々
其
の
性
贺
を
異
に
す 

る
が
故
に
、
W
く
間
題
外
ビ
な
し
、
今
は
經
驗
的
法
則 

に
就
て
論
讣
ん
ビ
欲
す
。

經
驗
的
法
則
は
娃
を
刿
断
の
形
式
に
て
表
は
せ
ば
、
 

「

こ
れ
は
赤
な
b
j
。V

J

云
ふ
が
如
き
判
斷
な
吾
人 

が
あ

る
も
の
を
赤
な
-
ビ̂
判
斷
す
る
：

i

は
、
勿
論
再
人 

の
感
覺
が
是
を
亦
S
知
®
す
る一

の
經
驗
を
必
耍
ど
す

d 

„
第
十
！.

】

一

卷

2
二
〇
一

)

雜

錄

經

濟

的

史

觀

論

此
の
點
に
»

し
て
は
當
爲
の
法
則
、
例
へ
ば「

人
は
公 

道
を
重
ん
ず
べ
し
。」

と
云
へ
る
が
如
き
法
則
は
、
唯
菩 

人
必
意
思
の
要
求(w

i
i
l
i
f
o
r
d
e
m
l
l
g

 .1

に
從

a

て
.、
. 

論
理
的
不
許
不
、
又
時
ど
し
て
は
感
情
的
反
動
に
基
き 

て
規
定
さ
れ
、
吾
人
自
身
は
何
等
事
物
的
知
覺
を
ば
必 

要V
J

せ
ざ
る
が
故
に
、
經
驗
的
法
則V

J

は
全
然
廳
別
せ 

ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
も
の
な
る
ベ
.

し
。
然
异
ら
余
次
觅
、} 

斯
如
き
經
驗
的
到
斷
も
、
其
の
こ
れ
を
下
す

R

‘

菜
る

M
 

底
を
探
究
す
る
時
は
、
そ
も
亦
二
の
意
思
要
求
に
基
け
' 

る
も
の
に
あ
ら
す
や
ビ
思
考
す
.
o

即
ち「

こ
れ
は
赤
な
り
。」

て
ふ
判
斷
の
生
ず
る
は
、祺 

に
菩
人
の
主
觀
的
作
用
に
て
赤
色
て
ふ
槪
念
を
槠
成
す 

る
以
外
に
、
す
で
に
稃
す
る
知
覺
の
必
然
的
な
る
性
質 

を
必
要
S
す
る
も
の
な
b
。
即
ち
ボ
ア
ン
カ
レ

I 

C
a
r
e

 

の
所
謂
感
官
の
證
®J(L

e

 

t
e
m

s.n
g
a
g
e

 

d
e

. me
s

 

sens)

に
等
し
く
、
吾
人
の
自
tf
l
に
立
入
る
ベ
&
餘
地
を 

有
せ
.ざ
る
も
の
な
ぅ
:0

很
値 

笫
丸
敏
九
九



E
 

I

怨
• 

‘

(

一

着

.雜

錄

I

l

f

 

I

 
•.ニ 

o
〇

° M
ら
に
是
を
雷t」

合

、
®
人
が「

こ
れ
I

な

含

寧

ろ

斯

营

經

驗

的

I

Q

I

ド
f

 

f

駆 

I !
)」

て
ふ
I

を
下
す
は
、
舉
に
霊
に
赤
？

迄
驗
的
法
則
も
耍
す
る
に
其
の
遊
く
所
は
意
沿
の
あ
こ 

‘

す
る
が
故
に
|

4

す「

る
に
I

ず
。
若

し

單

に

ぁ

ら

I

里

考

す

。
即
I

f

m

 

_ハ
ヵ
赤w
斷定するのみにて、何
等
其
處
に
赤
そ
の
な
ら
ざ
る
ベ
か
ら
す

」

T
ふ
形
式Q

一
 

看
ど
見
る
こ 

も
の
ど
し
て
の
普
遍
性
な
し
と
せ
ば
、
余
が
赤
な6

 V
J

を
得
べ
し
ど
信
す
。

の
を
，
他
人
も
亦
必
I

?

と

知

覺

す

■證

に

法

則
5

憲

要

求

®
命
令
法
の
§

、
或 

る
や
否
や
籥
？

。'-
.ょ
し
1

人
f

 

f

I

は
斯
？
 

8

S

似

の

多

」

し
て
舰
f

t

へ
：

す
る
と
ず
る
も
、
嚴
密
に
是
を
3

 

$

 

!
今

へ

き

ふf

念
1

^

は
:-
|

そ
れ
&

全
く
異
れ
：|

な

斯

如

4

則
を
成
f

し
む
べ
き
I

的
极
睃
ビ
し

■

、報
實
恐
ら
:

S

I

!

て
、S

根
I

力
I

在
す
る
I

必
h

す
。 

し

象

；

ノ

こ

I

遍

的

|

性

を

_

ク

ィ

ン

デ

ル

パ

ン

ド

が

「

吾

人

を

f

し

て

見

J

論

 

其
も
の
は

 

一
|

爲」
(

不

許

f

。

§

f

は
そ
は

\

此
の
I

は
其
の
根
.f

s

も
の
，
內
に
持
た
ざ
る 

f

 

^

b

,ナ
る
も
の
？

や
。
單

に

經

驗

的

知

ベ

か

妻

。
其

は

そ

の

價

値

？

a自
身

 

! f
! ,
f

H:
t

! ,
2

_

;:
t

i

ず
。
f

に
存
し
、
而
し
て
そ
れ
I

f

f

得
べ
き
i

f
 

.

ノ
#

ジ
炎
き
为
菊
な
る
®

®
の
も
の
が
、
斯

如

き
£

3

意
識
に
關
係
S

こ
ず
，こ
衣
つ
C
、

食

あ

る

結

染
I

t

l

s
し
得
m

'

. 

S
靈

識

.に
f

l

の
親
輜(

N

I

P)

一
 

の
當

爲
S
な
る
も
の
な

り

云

へ

り

。
然
乍
ら
此
の
稱
0-
- 

f?
a
题
に
關
し
て
、
是
れ
以
上
紙
數
を
费
す
の
必
要
な
し 

,
ビ
思
惟
す
。
唯
余
は
斯
如
&
极
本
的
あ
る
も
の
は
必
然 

人
類
文
化
の
根
底
_
_
眞

の

胄

ぽ

に

對

し
て
關
係
あ
る 

J

O

の
«
り
と
信
ず
。
然
乍
ら
こ
y

に
論
せ
んVJ

欲
す
る 

も
の
：は
斯
如
き
形
而
上
學
的
開
題
に
あ
ら
ず
し
て
、
fs 

:.
.
iら
ば
歷
史
的
法
則
^
は
如
何
な
る
1
の

か

、
如

何

^
し 

:
て
發
見
じ
得
る
や
の
圈
題
に
あ
ぅ
。
今
直
ち
に
此
の
問
. 

:
題
に
入
る
に
先
立
つ
て
、：
尙
ほ
少
I
く
一 

般
的
R
法
則 

k

因
果
律
と
の
■
係
に
就
て
識
せ
ん
ビ
欲
す
。
;'
;

ず
で
に
馏
四
節
に
於
て
前
眾
に
述V

た
る
如
く
、
常 

に
ニ
個
の
¥
實
が
相
附
随
し
'て
蓝
起
す
る
‘贿
、
爾
者
間 

に
因
粜
關
係
あ
^

^
す
。
前
述
せ
る
ニ
®
の
法
則
の
何 

:

^

^
る
を
問
は
す
:
其
の
法
則
の
成
立
す
る
は
こ
、
に 

因
果
關
係
#
在
し
、
侬
つ
て
以
ク
て
法
則
性G

e
s
e
t
z
m

叫丨 

s
s
i
g
k
d
t

を
S

II
J
U

す
る
K

あ
b

。然
乍
ら
今
y」

kゝ

當
面 

の
：問
題
ビ
す
る
は
所I

I

自
然
科
學
的
法
則
に
あ
ら
す
0
'

,

第
十
三
牴(

一

ニ
〇
§

親

‘
錄

m

即
ち
A

の
.次
に
繼
起
す
'̂
^

が
：
、
，：
如
#
«.
る
#

、
如
#
 

な
る
處
に
て
も
必
然
的
に
慈
起
す
れ
：ば
、
其
の
因
果
律 

を
法
則
性
ビ
闾1

R
思
考
す
。
然
る
に
今
こ
，

に
.即
題
' 

.
S
せ
る
歴
史
的
法
則
の
依
，つ
て
立
つ
所
を
見
る
に
、
斯 

\

如
く
簡
單
に
其
の
因
果
律
を
發
見
す
る
こ
と
を
得
す
。

|

如
ち
歷
史
的
對
象
は
通
常
唯
一一

回
限
各
生
起
せ
ら
る
、 

|
も
の
と
思
惟
す
。
斯
如
&
唯
一
囘
限
6
生
起
す
る
»
象 

\

:■

間
に
，..尙
ほ
因
果
律
ぁ
.り
や
杏
や
。
換
言
す
れ
ば
伽
別
的 

5

へ
因
®
律 Individuelle 

K
a
u
s
a
i
i
^
t
«
w

能
な
h

e
 否
や

一
'

こ
れ
«
史
的
法
則
を
可
能
な
り
や
齑
や
の
根
本
な
6

ビ 

\

思
考
す
。
勿
論
個
別
的
因
果
律
の
全
部
が
歴
史
的
法
則 

1

0

基
.
本
た
る
史
的
因
果
律
.

に
は
ぁ
ら
す
。
唯
史
的
因
果
.

一
#

は

個

別

：的

因

果

律

の

'j

部
分
な
る
が
故
に
、
個
別
的 

因
果
W

の
可
能
は
.

其
の
基
本
ビ
な
る
な
h

。
'

今
此
0
f
i u

入
る
に
先
'立
：つ
て
、ff

i
m
R
ジ
ッ
ダ
ル 

ト

の

.
科

學

に

■

關
す
る
所
論.
を
紹
介
せ
：んv

欲
す

。

# J
ビ 

な
^
« '
氏

の

科

學

論

は

，以

下

0
所

論

に

重*
な

る

：
關
係
へ

^

1

 

第
九
戗
一
〇
一



▼

. '
$!

卷

(

一.8

四)

雜

-

錄

-I

的
I

蹄
の
傾
値
’

 
'

 

,

‘-’
.

笑

挪

5r
 
.

 

を
矿
す
ネ
ば
ァ
り
ツ
ケ
ル
ト
は
タ
識
.か
論
理
的
-3
?

求
在
を
あ
る
立
場
よ
&
組
立
て
た
る
，も
の
に
過
ぎ
ず
。
；

p
に.
依
つ
て
、
次
第
に
科
學
ビ
な
る
に
至
る
迄
に
、
幾
多 

の
階
段
を
經
過
す
る
こ
と
を
必
駆
と
せ
6
。
•氏
は
电
づ 

0

一
 

に
直
接
に
與
ベ
ら
れ
た
る
も
の
を
、
®

々
の
K
堪 

i
於

て

指
&

- t
る
形
式
を
：

s
:

^*
性
の
範
畴K

ate
g

o
rie

 

d
er  G

e
b

e
n

h
e
ft

と
稱
せ
り
。
即
ち「

乙
&

赤
な
り
.0

ど
云
ふ
が
如
く
、
此
の
赤
と
一

M

個
々
の
狀
管
指
定 

す
る
も.
の
な
次
に
實
花
の
範
疇
あ
り
て
、
所
與
性

の

聽

に

侬
4

加
H

H

產

經

驗

が

、
こ
れ

i
依
つ
て
始
め
て
客
觀
的
實
在
ど
な
る
に
栗
る
^
ぅ
。
 

ジ
ッ
ヶ
ル
ト
は
こ
れ
を
槠
成
的
箣
晴
と
稱
し
、時
問
空
間 

及
び
因
*
雜
の
三
形
式
を
以
て
是
に
當
て
た
り
。.
然
乍 

ら
こ
れ
丈
け
^
て
は
未
だ
科
學
的
法
則
に
あ
ら
す
し
て 

唯
眾
な
る
客
觀
的
赞
在
に
過
ぎ
.

ず
。例
へ
ば「

鱗
は
四
十 

四
度
に
て
嫁
财
す
。」

て
ふ
祺
實
的
知
識
な
る
が
如
し
，
 

こ
ヵ
苯
學
的
法
則
と
な
ら
ん
に
は
、

k

方
法
輪
^

^

 

晴
を
必
要
ビ
せ
り
。
從
っ
て
自
然
科
學
は
«
容
龈
的
實

の
立
法
論
的
範
晴
と
構
成
論
的
®
疇
^
を
區
別
す
る
f
 

ょ
り
し
て
.こ
、
に
自
然
科
學
對
文
化
科
學
の
區
別
を
導 

,
き
出
だ
せ
り
。
佘
は
す
で
に
本
論
文
の
劈
頭
に
於
て
述 

\

ベ
た
る
が
如
ぐ
、®:
ち
に
フ
ッ
ケ
ル
ト
の
所
說
に
贊
同
す 

\

る
こ
ビ
を
_
躇
す
る
渚
な
れ
ど
も
、
歷
史
的
科
學
も
亦 

科
學
た
b
得
る
ぐ
し
す
る
點
に
於
て
、
ジ
ッ
ケ
ル
ト

R

®
す 

る
者
な
6

。然
れ
ざ
も
ジ
•ッ
ケ
ル
ト
の
論
ず
る
如
く
自
然 

j

科
學
は
因
果
#
等
湯
成
的
範
W
に
、
文
化
科
學
ば
文 

一
化
價
値
の
如
き
目
的
觀
念
た
"
方
法
論
的
範
疇
に
侬
つ 

j

て
成
立
す
る
ビ
な
す
區
別
は
、<
典
哝
ぁ
る
區
別
な
6
と 

思
惟
す
る
ど
雖
も
、
余
は
果
し
て
自
然
科
學
ど
文
化
科 

j
學
ど
の
間
に
絕
»

の
眼
界
を
認
容
す
べ
き
や
否
や
に
货 

て

は

末

だ

疑

間

を

抱

ぐ

者

な

こ

は

後

.に

も

述

ぶ

る 

が
如
く
自
然
法
則
、ヒ
歷
史
法
則
ピ
の
區
別
に
關
し
て
も 

同
様
の
疑
間
に
逢
着
す
。
.唯
®
學
的
論
文
に
ぁ
ら
ざ
る 

本
論
文
，枕
於

て

は

、
是
等
の
.間

題

に

關

し

て
、架

ぐ

ち

入
ら
ず
し
て
、
單
に
一
の
疑
問
た
る
に
止
め
ん
で
す
>

>尙
ほ
次
に
■
別
的
因
果
#
に
關
し
て
も
、
ウ
ィ
ン
デ
ル
>

V

ド
、
リ
ッ
ケ
ル
ト
、
ジ
シ
メ
ル
V
及.
び
左
* '
田
if
十
等
の.

ハ
. 

:
:所
論
を
論
究
す
る
の
必
耍
ぁ
れV」

も
、
本
論
文
に
於
て 

:

は
寧
ろ
か
^
る
問
題
ょ
b
も

、

個

.別

的

因

果

律

に

基

く

 

I.  

ベ
ぎ
歷
史
的
法
則
が
、
1,
經
濟
的
史
觀
論
中
に
合
ま
れ
た
'

る
法
則
的
要
素
ビ
如
何
な
る
關
係
を
有
す
る
や
を
論
す 

，
る
を
以
つ
て
目
的
ど
す
る
が
故
に
、
:
以
下
直
ち
に
余
の 

瓜
考
す
る
：所
に
依
つ
て
、
個
別
的
因
果
律
に
就
て
論
せ 

ん
ど
欲
す
'0
,'

膝
史
上
唯
一
囘
ょ
り
繼
起
，t
す

と

思

考

せ

ら

る

く

.事 

:

象

丨

素

ょ
6
嚴
袼
な
る
意
味
1'
り
云
へ
ば
、
如
何
な 

る
事
實
を
雖
も
、

一
囘
以
上
全
ぐ
同
，一

に
繰
返
ず
も

.

の

I  

は
絕
對
に
な
し
。
さ
れ
ど
前
に
:法
則
に
於
て
實
際
上
乃
へ 

至
使
K
上
« -
遍
妥
當
性
を
認
め
/2
る
が
如
く
、
所
謂
自
：
 

然
科
學
的
事
象
は
«

く
是
を
除
く
。——

即
ち
八
が
5
を 

1

度
繼
旭
せ
る
後
は
、
W

び
A
と
云
ふ
現
象
の
惹
起
す

る
こ
^
な
く
、
從
'つ
て
B 

,
の
繼
®
す
る
こV

J
な
き
が
■划 

き
事
象
は
、

一
見
其
の
間
に
何
等
の
因
果
關
係
を
も
存 

せ
ざ
る
が
如
く
な
る
も
、
深
く
其
の
内
的
必
然
性
を
考 

察
す
る
時
に
は
、
其
處
に
一
の
因
果
關
係
の
存
在
せ
る 

こ
ビ
を
認
む
^
を
得
べ
し
。
例
べ
ば
彫
刻
家
が一

個
の 

像
を
製
作
せ
ん
ビ
す
る
に
當
つ
て
、
第
一
に
刻
せ
し
刀 

VJ

第
二
刀
^

の
間
に
何
等
因
果
關
係
な
き
が
如
き
も
、 

M
に
其
'の
內
的
必
然
性
を
考
ふ
る
時
に
、
そ
こ
に
ー
简 

の
因
果
關
係
の
存
在
せ
る
を
見
る
。
页
に
か
、
る
犁
ー 

の
事
象
に
止
ら
t

複
雜
な
る
社
會
現
象
を
覜
察
す
る 

に
、
.す
で
に
第
四
節
に
於
て
述
べ
た
る
が
如
く
、
社
俞 

現
象
は
常
に
一
の
總
合
現
象
^
し
て
現
る
、
が
故
に
、
，
 

尙

ほ

柚

象

さ

れ

た

る

個
//
の
素
成
現
象
に
於
て
因
果
關 

係
を
發
.見
し
得
る
こ
ミ
前
述
の
如
し
。
然
乍
ら
果
し
て 

斯
如
き
經
驗
的
確
實
性em

p
irisch

e  G
e
w

issh
e
it

を
有 

す
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
、
み
が
因
果
律
を
構
成
し
#
る 

に
业
ま
る
ゃ
。
.社
#U

生
®
す

る

一

の

總

合

.現
象
全
體

辦
十
3
卷

(

T
n
o
at)

雜

錄
經
濟
的
*
觀
輪
，0
M
値



：!；1

f

怨

ズ

一

ニa
六)

雜
'

猫

^

l

i

f

* 

' 

:

ミ 

系

藉

龄

力
を
れ
に
續
い
て
起
る
總
合
現
象
S

問
に
、
'何
等
內 

が
必
然
性
を
有
せ
ざ
る
や
。
5

又
是
等
®
々
の
現
象 

檢
に
存
す
る
因
果
關
係
を
認
む
る
こ
と
を
得
ざ
る
t

 

佘
は
猶
論
の
便
宜
ど
叙
述
の
简
舉
を
期
す
る
點
ょ
み
し 

て
、
先
づ
歸
結
を
先
に
し
て
論
す
べ
し
。

.

金
は
め
#
的
#

神

論

者

が

人

類

は

無

目

的

に

し

て

、

\ 

一

益

命

に

依

つて
：左

营

れ

、|

命
ぁ
る
が
故
に
; 

蒙

す

る

動

物

に

過f

マ
j

確

信

す
る
が
如

く

、

人

類

.

■

は
I

意
思
、を

^

:

し

、
文
化
目
的
に
向
つ
て
努
力
す
る 

も
の
な

i

信

す

。
吾

人

は

：！
の
文
化
目
的
を
有
ず
る
一 

こ

ど

に

依

つ

て

の

み

、
'す

ベ

て

の

.名

の

に

對

し

て

響

j

 

:

余

？

下

す
.」

.

1

得
v

s

節

に

於

て

も

ー

言

せ

，

力
1
く

、
自
I

產

的

爱

墓

く

欲

舊

値

以

外

\

」

に

迎
i

l

i

的
f

に

，f

 
I

f
 
I

存

す

る

？

。
斯
如I

f

赞

‘終

極

に

マ

の%

:
 

I

I

識
す
る
がf

、
，
此
の
文
化I

に
：

到

達

せ

 

ん
H

ら

ゆ

る
A
類

の

行

動5

1

力

に

し

て.

.

.

.. 

.凳

號 

一
0
呀
：

:
■

所
産
は
そ
れ
自
體
大
な
，る
僧
値
を
有
す
。
斯
i

 

の
文
化
價

値

をS的
,
,

す
る
人
類
|

會
的
生
活
行

 ̂

f
於
て
必
然
的
^
ニ
の
#'
一.を
®
す
。
そ
は
亂
雜
な 

る
べ
き
利
i

s

l

る
社

富

_

 j

の
秩
序
を 

^
t

sr
も
夕
見
*
互
扶
助
を
行
ふ
が
如
ぐ
見
ゆ
る
次
、 

眞
に
徹
底
せ
，
る
利
I

事
實
上
人
生
：の
眞
.の
目

的

ど

1

 

應

す

る

が

故

な

ぅ

。
5

r

i

其
の
有
す
る
天
5

 

才
能
を
充
f

象
す
る
時
に
？

Q

み
徹
底
I

ベ 

(

®
想
的
社
I

制
度
は
各
個
人
を
しV

各 

の
才
能
を
充
分
に
發
挪
し
得
る
が
如
き
組
織
た
ら
ざ
る 

ベ
か
ら
ず
。
而
し
て
す
，ベ
て
の
社
會
現
象
を
5

し
て 

1

の
銃

一

を
齋
し
、
個
別
的
に
し
て
多
f

る

置

ぬ
 

因
f

係
に
、
そ
が
槪
念
的
叙
述
上
必
然
的
な
る
が
如 

く
自
然
^

银
雜
に
依
♦
了
解
を
待
つ
以
外
と
、
 

歷
史
的
因
果
律
そ
れ
自
體
に
必
然
性N

o
t
w
e
n
d
i
g
k
e
i
t

 

を
附
與
す
。

.

'

元
來
客
觀
的
社
畲
事
象
に
對
し
て
原
®
結

果

め

爾

を
事
實
其
の
も
の
に
求
む
る
こ
ど
は
絕
對
に
不
可
能
な 

&
。
砒
會
的
現
象
は

1

の
持
緻
に
外
な
ら
す
。
か
.

、
る
. 

持
緻
に
對
し
て
こ
、
に
限
界
線
を
求
む
る
は
到
底
思
考 

す
る
こ
ビ
を
得
す
。
唯
斯
如
&
赞
在
を
の
も
の
を
記
述 

摸
寫
ず
る
際
に
槪
念
化
さ
れ
た
る
事
實

V
J

な
り
て
、
始

j

め

て

因

架

の

剑

斷

を

下

す

Z

€

を
揭
る
な
ぅ
o
ff
く
し
一

.

.

.

.

.

.

. 

^

て
卞
さ
れ
た
る
個
別
的
因
果
律
♦か
可
能
な
り
と
せ
ら
る\

、
は
、
其
の
間
に
前
述
せ
る
必
然
顿
を
有
す
る
が
货
な

办
o 

A
は
B
:を
®

起
す
る
こ
ビ
は
.必
然
的
な
る> J

ン
レ
、

苦
し
A

に
し
て
W

®
し
#

る
ヒ
せ
ば
！

‘實
際
に
於
て

A

は
W

起
ず
る
,

と
笮
け
れV」

も
i

 

B

は
必
然
的
に

繼
起
せ
ら
れ
ざ
る

べ
か
ら
す
。
斯
如
麵
必
然
性
は
前
述

せ
る
が
如
ぐ
、，
人
間
の
行
動
が
■ぁ
る
目
的

I

文
化
®

値

に
統
一
連
結
せ
ら
る
；>
こ
と
に
依
つv

の
み
可
-

能
f

ビ

思
惟
す
。
例
べ
ば
®
術
上
の
作
品
が
特
に
個

別
的
方
而
を
.、
著
し
く
發
達
せ
し
め
だ
る
も
の
な
る
に

も
拘
ら
す
、何
ほI

の
®
木
的
常
爲s

o
i
i
e
n

に
統
一
せ

k

る 

>
ば
、
|等
し
く
斯
如
き
文
化
0.
的
に
'歸
一
せ
ら
る 

、

が
故
な
り
々

以
上
述
べ
た
る
が
如
く
、
歴
史
的
因
果
律
が
可
能
な 

むV

思
考
す
る
が
.故
に
：、
苦

し

こ

、
に
歷

史

的

^

則
な 

る
も
の
を
認
め
ん
S
欲
す
る
な
ら
ば
、
唯
斯
如
さ
因
來 

#

^
基
き
て
の
み
可
能
な
6
と
信
す
る
な
り
0

苦
し
そ
れ
セ
义
グ
マ
ン
が
論
す
々
が
如
き
、「

歷
ft
⑽ 

|

法
則V

J

は
多
數
の
事
實
の
間
に
於
け
る
實
際
の
，關
係
に 

就
て
"
是
が
.說
明
記
述
を
な
せ
る
も
の
な
b

L.
°
(
V
J云
ふ 

が
如
き
所
說
は
首
肯
し
得
ざ
る
も
の
な
^v

ミ
す
。
祓
雜 

多
#

な
る
社
#

的
現
象
をU

、

分
析
抽
象
し
て
、
假
り 

.
に
ー
の
.因
果
關
係
を
歸
納
し
'
其
の
必
然
性
を
明
か
に
：
 

一
し
て
、
こA

に

1

の
歷
史
的
法
則
^
獬
す
る
も
の
を
發 

見
し
た
b

ビ
せ
ん
か
。
そ
は
明
か
に
一
の
因
果
律
、 

若
し
ぐ
.は
.法

則

な

り

ミ

す
る

も

、
そ
.は
個
別
的
因
皋
律

： 

に
て
も
な
ぐ
、——

從
つ
て
史
的
阏
果
律
に
あ
ら
ず
、
 

果
た
又
歷
史
的
法
則
に
も
あ
ら
す
し
て
、
，一
の
自
然
科

第
*

 ̂ぐ
1
1

0
:̂:

0

i

$

 

c 

一
 
ニ
0
七)

雜

錄

、捋
漪
的
史
猢
論
の
値
俥



3
8
3
3
n
s
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> 

,
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V 

v
\

)

'

第
十
彐
怨

：r  .1 ：',

ぼ
oザ

：'

(
1

ニ
O

' A
V,

、雜

：：'p
:
,

經
.濟
.的
史
觀
論
.の
.值
値

學
が
法
則
、
舛
び
に
S

然
科
學
的
踅
律
に
過
ぎ
ざ
る 

べ
し
。
而
も
祓
雜
多
樣
な
る
社
會
事
象
、
文
化
現
象
^

關
し
て
は
、
.斯
如
き
抽
象
化
さ
れ
た
る
法
則
は
往
々
.に 

ぺ
し
て
堪な
名
論
®
的
遊

戯
化
さ
る
、
こV

J

多
く
、
實
際 

的
史
的
现
象
の
說
：明
に
：役
立
つ
こ
ど
甚
だ
少
し.

°
\
^

の
®
會

的

現

象

の

多

數

が

I

囘

的
に
し
て
、

1
別
^
な 

ぅ

と

せ

は

、
是

等

各
S
ょ

り

杣

象
さ

れ

会
法

則

は

最
 

r-
l十
や
社
#

現

象

の

法

則

の

域

を

脫

し
て
、
自

然

法
則
に

，.

化

し

去

る

が

故

？

。
：故

に

余

は

こ

、
に
歷
史
的
法
則
べ 

S
自
然
的
法
則W

を
區
別
ぜ
ん
ど
欲
す
る
な
り
。
即
ち
.

歷
史
的
法
5

蕴

甘

磊

如

く

、
文
化
®
値
を
目
的

ど
し
て
、
し
か
あ
ら
ん
ど
す
各
行
程
に
於
げ
る
當
爲
の 

「

法
則
な
办
ビ

思
惟
す
。：
前
述
せ
^
如
ぐ
法
則
が
意
思
の
パ
ー 

要
求
に
基
く
も
の
な
る
が
故
に
S

M
史
的
法
則
も
亦
一 

の
■目
y
價
r
に

基
き
、
.
意

思

要

敗

の

命

令

法

の

內

容

に

'

る
.ベ
し
0

r
 
R
,

饵
九
魄
 

一
o
六

余
が
斯

ぐ

歷

史

的

法

則

を

認

む

る

點

に

就

て

は

、

ガ

か

に

前

述

せる
ソ
ッ

ケ
ル
ト

0

所
說
に
依
れ
ぅ
0
而

も

、

猶
ほ
文
化
科
學
對
自
然
科
學
の
嚴
然
た
る
賭

別

を
^

む

る
I

f

。

0)
.
は̂
S

 I

層

の

硏

究I

f

す
る 

\

ビ
信
^
れ

ば

な

り0(

;

以

上

述

べ

來た
れ
る
所
S

名

、-
K

S

の
現
在 

思
考
せ
る
歴
史
的
法
則
の
如
何
な
る
も

の

？

や

に

就
 

て
略
々
叩
力
に
し
た
り
ど
信
中
。
何
，ほ
斯
如
き

史
學
認 

,

識
論
上
の
大
問
題
を
，
未
だ
硏
纘
極
め
て
淺
き
身
を
以 

つ
て
.

而
も
^

=
:

略
に
叙
^

し
、輕
々
に
斷
定
し
去

る

は

、 

素
ょ
り
亂
暴
の
謗
を
免
れ
ず
ビ

雖

も

、

こ

、

に
ょ
街

は
 

在
の
余
の
信
ず
I

I

ベ
て
、
そ
れ
が
f

お

に 

1

層
の
硏
究
の
後
を
待
た
ん
ビ
欲
す
。

余

の

信

す

る

歷

史

的

法

則

は

.以
上
述

べ

た

る

：ル
如
さ 

の
な
^

M

ふ

ば

經
濟
的
史
觀
論
は
斯
如
さ
歷
史
的 

法

則

品

何

な

る

關

係

を

有

ず

る

や

。
其

S

觀
論
の 

杓

容

に

於

て

、
歷

史

篇

則

は

.：存

在

す

る

ゃ

否

”

：
：

以
下
節
を
改
め
て
論
究
す
べ
し
。

(

註
一)

迓
人
が
赤
合
‘も
の
^
見
て
、
赤
な
り.と
斷
定
ん
下
す
|1
、
.単 

.

な
る
齊
人
の
约
日
忘
フ
に
め
ら
屮
。
こ
と|-
云
ふ
览
忠
の
要 

求W

は
絕
對
的
盘
忠
の
要
求
か
措
す
。
木
文
に
述
べ
れ
る
如 

く
芥
入
の
赤
の
概
念
の
內
咨
か
興|:
す
3
に
も
拘
ら
少
、
晋

.一 

人
が
赤
て
ふ
#
述
の
觀
念
|:
立
つ
は
仙
の
澈
思
に
逃
く
も
の
一 

に
し
て
、
こ
れ
‘
宇
笛
想
思
と
云
ふ0
可
な
る
べ
し
0 

\ 

S
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ド
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op
u
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i
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d
e
r
H
o
g
i
l
c
、

s* 
1
00

尙
ほ
法
則
に
關
し
て
は
西
2
幾
太
耶
隗
士
藉「

思
衆
と
.腊
驗」

j 

'
U
Mふ
所
多
し
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ノ 

.

.

.

. 

\ 
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独
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Sickert: 

I
P De
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W
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w
. 

2
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2

R

「 

(

中
川
得
立
氏
譯「

認
孝
の
對
1」

1宝
三—

三
四
三
8 

'

(

難
四〕

個
>;
'
|的
闪
來
律
に
關
し
て
は
次
の
截̂;
:
に
谈
ふ
；叫
签
し
。

没
お
田
愧
士「

個
別
的
闪
泶
祺
の
論
理

」

へ「

哲
纷
_
認」
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瓦
七
十
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號
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S
i
m
m
e
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der 

Geschlchtsplluosoollie^ 

Z
w
e
i
t
e
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w
a
p
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t
e
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註 
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 Seligman 
丫 

o
p
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1
0
2 

B
^

.
〇 
ニ
ー
三
；8

木
讲
;]
?
:部
の
木
論
文
引
;)
)
の
敁
初
の
句
は
j
,
c
,
r 

w
h
a
t

 

is

rheant 

by 

p scienti.HC 

l
a
w
?

=

と
^
^
^
坩
の
解
答 

な
り
。
セ
3
グ
マ
ゾ
は
歷
史
的
法
則
と
科
學
的
法
則
と
辟
別 

せ
ざ
る
が
如
し
。
依
つ
て
别
用
文
は
前
後
の
關
係
上
却
つ
弋 

邦
驛
密
の
歷
也
的
法
則
と
せ
る
に
依
れ
リ
。

(

註
六)

.本
文
中
嚴
等
科
猙
的
分
類
の
典
の
他
锊
摩
的
問
題
に
關
し
て 

論
究
す
ベ
さ
紕
祁
•だ
多
し
。
此
综
す
、.へ
て他

：：！

な

期

す

。

(

未
完)
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下)

鈴木淸
吉

111

、

近
代
に
於
て
こ
の
光
彩
陸
離
た
る
ジ
力
ル
ド
の
獨
創 

に
近
づ
き
得
し
浴
ジ
エ
デ
ン
ス

.に
比
す
べ
き
は
な
、し

。 

然
れ
共
彼
は
ジ
ヵ
ル
ド
及
ミ

ル
に
對
し
並
に
荷
酷
な
る 

剑
斷
を
下
し
、
典
範
®
並
に
科
學
的
價
値
を
兩
潘
の
眞

第
^
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へ
'
.
.
.
.
1
:
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